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非体育学部系男子大学生のサプリメントの利用実態と

食に関する保健行動

杉山寿美*1・関松久美*2・康田 彩 *2
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諸言

我が国の鍵康食品市場は著しい拡大を示しており、 2004年には 1兆2.300i意円(前年比112%)に達

している九サプリメントと呼ばれている栄養指助食品は、「栄養成分を播給し、又は特別の保健の

用途に適するものとして販売の用に供する食品のうち、錠剤、カプセル等通常の金品の形態でないも

のjと定義されている九また、保鍵機能食品制震では、いわゆる栄養祷助食品のうち、規格基準に

適合した場合は「栄養機能食品j と名称定義されている3)C アメワカではDSHEA法 (Dietary

Supplement Health and Education Act)によって、サプリメントはノ、ープ、ビタミン、ミネラル、

アミノ酸等の栄養素を一種類以上含む栄養靖給のための錠剤、カプセル、粉末、液状など通常の食品

の形援でない製品であると定義されているO しかしながら、我が国での一般的なサプリメントの定義

は援味であり、サプリメントを扱った本・雑誌では、錠剤やカプセル等通常の食品の形態でない栄養

構助食品のみでなく、医薬品、医薬部外品、持定保健用食品、一般食品〈健康議場食品)も含めて記

載されている4ぶ G すなわち、サプ 1)メントに該当する食品であるかどうかという識別はメーカーや

ユーザーにより任意に行われているといえる久我々はこれまでに健康食品市場を支えている中高年

男女および女子大学生を対象に保建議能食品(特定保健用食品、栄養補助食品〉の利用状況に関する

謂査を行い、食生活状況や鍵慶に関する行動が保健機能食品の利用と関連していることを報告してい

る9、10)。特に、女子大学生においては f食生活の昌己評髄Jの低さとそれを裏付ける食生活状況が、
疾痛予防や体調不良などに関連した一般的なサプワメントの利屠と関連していることを明らかとし

た11}O

一方、近年ではスポーツや日常生活を活動的に楽しむ体づくりを使用自的としたサプワメントが広

く流通し、スポーツサプリメントという食品群として認知されている12一回。この食品群は、使用巨的

がスポーツ、フィットネスに関連している点で上述の疾菊予防、体調不長に関連しているー殻的なサ

プリメントと異なっており、その形撃は錠剤やカプセルに加え、ゼリータイプ欽料、液体飲料など多

岐にわたっている。そして、スポーツサプリメントといわれる食品群は若年男性を中心に和用されて

いると誰測される。しかし、若年男性は健康に関する意識が壁いことから、こ乱まで健康食品等の利

用者として注Eされておらず、加えて、若年男性を対象とした食生活やそれと相互に影響する保穫行
動についての研究は少ない17-21)。

これらのことから、本研究では若年男性のサプリメントの利用状況とそれに関連する保鐘行動(食

生活状況、建棄に関する行動)について把握、考察することをB的とし、非体育学部系大学iこ在籍す

象1 県立広島大学人関文化学部龍康科学科

*2 広島文教女子大学人語科学部入居栄養学科
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る男子大学生を対象としたアンケート課査を行った。

方法

1 .罰査対象・期8.実施方法

広島甫およびその近郊の大学に在籍する男子大学生を対象者として、 2002年10月に実施した。配布

数400枚、冨収率は40.0%、回答者は160入(年齢20.0:!:1.4議、身長170.6:!:6.1cm、体重61.2:!:9.4kg) 

であった。また、回答者の居住形室長は一入暮らし42.0%、家族と同Jd56.3%、学生寮2.5%であった。

在籍学部は文学部系37.5%、工学部系20β%、経済学部系18.1%、教育学部系12.5%、その他(法学部

系、環境学部系、芸街学部系、福祉学部系)11.3%であり、体育学部系大学に在籍する学生は含まれ

ていない。

調査用紙は各大学前で配布し、自記式〈匿名〉によって実施した。調査にあたっては、本調査の巨

的や内容、研究対象となることを拒否できること〈課査に罰意し、協力する場合は郵送によって返送)、

集計結果の研究呂的以外への利用はなく調査への参加あるいは不参加により不利益を受けないこと等

を文書によって説明した22、23)。また、調査内容等に関して質問できるよう連絡先を明記するととも

に、調査用紙を記布した大学の担当者に対象者からの質問に対する対処方法等を扇知した。

2.欝査内容・統計処理

調査項巨は、(1)サプリメントの利用状況、 (2)食生活状況(①食事の摂取状況、②食事の袈取環

境)、 (3)健康に関する行動(①体調と運動習漬、@食に関する情報源、③ファッションへの関心〉

の3項呂とし、費問に対する回答は原知として選択肢からの毘答とした。

前述のように、サプリメントという言葉は、一般には保建機能食品制度等で定義された食品区分に

関係なく用いられているc そのため、調査対象者自身が保建磯龍食品割愛等による食品区分を議密に

判断し、いわゆる栄養補助食品のみをサプリメントとして回答することは不可能であるo 従って、本

研究でのサプリメントは対象者が「サプワメントと意識して使用しているもの」と定義した。また、

同隷に一般的なサプリメントとスポーツサプリメントの明確な区分けも国難であるc 本調査では、ス

ポーツサプワメントを自常におけるスポーツ活動と生活活動のための体力づくりやパフォーマンス向

上を目的として科用される金品、一段的なサプワメントを疾病予防や体調不良に関連が深いと認知さ

れている食品と定義した。また、対象者が同一食品をスポーツサプリメントと一般的なサプワメント

に重複回答しないように、質問紙ではスポーツサプリメントの設問の後に一般的なサプワメントにつ

いての設聞を設定した。また、これらのサプリメントの利用状況と比較するためにドリンク剤(医薬

品、医薬部外品等)、栄養素を調整した食品(ビスケット・ゼリータイプ飲料・飲料等)の和用状況

についても調査を行った。本報告中では、以上の 4つの食品群について、“スポーツサプワメンド'

‘一般サプリメント"“ドリンク剤"“栄養調整食品"と示すこととするO

(2)食生活状況、 (3)健康に関する行動についての酉答は、“スポーツサプワメント"、“一般サプ

ワメント"を「利用している」と答えた者をそれぞれスポーツサプリメント利用群、一般サプリメン

ト利用群とし、「科用していない」と答えた者をスポーツサプリメント非科用群、一般サプリメント

非利用群として、それぞれのサプリメントの利用群と非科黒群の間でクロス集計を行った。アンケー

トの集計、統計処理はMicrosoftExce12003を用いて行い、クロス集計表の検定はx2検定で、平均値
の検定は等分散の検定 (F検定)を行った後、 t検定によって行った24)。なお、“スポーツサプ1)メ

ントヘ“一殻サプリメント"のいずれも、利用群と非利層群の屠性(年齢、身長、体重、居住形態、
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所異学部)に差は認められなかった。

結果および考察

1.“スポーツサプリメント"等の利用実態

上 1 .利用裂合、利用頻震等

“スポーツサプリメント"“一般サプワメンド'等を f利用しているjと答えた者はそれぞれ、

46.9%、17.5%であり、“スポーツサプリ

メント"を利用している者は“一般サプ

ワメンド'を利用している者より有意に

多かった (pく0.01)0 さらに、“スポー

ツサプリメント"を利用している者の割

合は、“ドリンク剤等"を利用している

者の龍合 (71.3%) より有意に抵いもの

だったが (pく0.01)、“栄養謂整食品"

を初用している者の (56.3%) との聞に

有意な差は認められなかった。なお、利

用されていた“スポーツサプワメント"

の形態は液体飲料(粉末を溶かすものも

含む)65.3%、ゼ1)ータイプ飲料48.0%、

主主題Eしている

員定例遂になす主'い

身体によさそう

体主連が惑い

食事が十分とれえiい

a.b‘C 

議.b.念

u.h、C

i3.t}.c 

錠剤22.7%、カプセル4.0%(複数回答) 鱗しい

であった。

表 1に“スポーツサプワメンド'“一

段サプリメント"の利用頻度を示したO

“スポーツサプリメント"“一殻サプリメ

ント"の利用頻度は「毎BJあるいは
「遅2回程度jである者が“ドリンク剤"

“栄養調整食品"と比較して多く、常用

化しやすいと考えられたむまた、密 1に

示したように“スポーツサプリメント"

は「運動しているJI筋肉質になりたいj、
“一般サプワメント"は「身体によさそ

綴長支3告をJf記章

その後

袋、1>，10

車庫ス;tt日ツサブリメント

援一章受サブリメント

室主ドワン?空宇i

o栄養綴慈愛ぷ

o 10 芝o ~ ~ w w ro 00 
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菌輔スポーツサプリメント"等の利用理由

(複数題答)

スポーツサプリメントを利用している者75入、一般サプリメントを利
思している者28入、 ドリンク離を利用している者114人、栄養調整金品
を科用している者90入の各食品群の利用理由。各科用理由で同じ文字
のついた食品群の間に有意な差あり (X2検定， a.b，c:p<O.Ol，A. 
B: p<0.05)。

表 1.“スポーツすプリメンド'等の利用穎度(%)

毎日 2回程度/週 2回程震/月 2国未満/月

スポーツサプリメント ( 75) a.b 17.3 (13) 36.0 (27) 14.7 (11) 32.0 (24) 

一般サプリメント ( 28) c.d 35.7 (10) 21.4 (6) 28.6 (8) 14.3 (4) 

ドリンク弗i (114) a.c 2.6 (3) 8.8 (10) 21.9 (25) 66.7 (76) 

栄養謂整食品 ( 90) b.d 0.0 (0) 16.7 (15) 23.3(21) 60.0 (54) 

( )内は、人数を示す。同じ文字問で科用額度に有意な差あち Cx2検定，a， b， C， d : p < 0.01)。
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うJ、“ド 1)ンク剤"は「体調が悪いJ、“栄養調整食品"は 7食事が十分とれないJI美味しいjとい
う理由で利用されており、住のいずれの食品と比較しても有意な差が認められ、選択利用されている

と考えられた。「その他jの自由記述では、“スポーツサプリメント"は「なんとなく (4.0%) J 円童
くなりたい(1.3%)J、“ドリンク剤"は fなんとなく (3.5%)J I寝不足 (4.4%)J、“栄養調整食品"
は「なんとなく (3.3%)J I持関がない (2.3%)Jが挙げられていた。

1. 2.利用のきっかけと購入状況

国 2に“スポーツサプリメント"

ー一般サプワメント"等の利用のき

っかけを示したむ“スポーツサプリ

メント"は友人・コーチの勧めが

利用のきっかけである者が56.0%

であり、“一般サプワメンドは家

族の勧めが手目黒のきっかけである

者が46ι%であり、他のいずれの

食品と比較しでも有意な差が認め

られた (pく0.05、pく0.01)0 

また、購入者について辻、“スポ

ーツサプリメント"で88.0%、“ド

ワンク剤"で77.2%、“栄養調整食

品"で87.8%の者が自分で購入し

ているのに対し、“一殻サプリメン

ド'は自分で購入している者が

42.9%と有意に少なく (pく0.01)、

家族が購入している者が57.1弘で

あった。“一般サプリメンドの利

用のきっかけが家族であり、家族

が購入しているという状況は、女

性に比べ栄養や食事について関心

の低い男性の行動様式と一致して

いると考えちれる25)。

国3に“スポーツサプリメンド'

‘一般サプリメント"等の購入先を

示したO “スポーツサプリメント"

の購入先はドラッグストア、コン

ピニエンスストア、スーパーマー

ケット、スポーツ用品庖など様々

である O 若年男性自ちがこれらの

購入先でスポーツサプリメントを

購入し、初用しているという状況

は、スポーツサプワメントという

畿運空談話3絞め m言語2.;脅幸量 G友人・コーチめ齢者う
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図2:“スポーツサプリメント"等の利患のきっかけ
スポーツサプリメントを手目黒している者75入、一般サブリメントを孝IJ吊してい

る者28入、 ドリンク弗jを科用している者114入、栄養調整食品を利吊している

者90人の各食品群の科用のきっかけc 閉じ文字のついた食品群の関に有意な差
あり <X2{食定， a. b. c. d : pく0.01.A: p <0.05) 
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菌 3:姐スポーツサプリメント開等の購入先{複数自答)

スポーツサプリメントを利用している者75入、一般サプリメントを利用してい

る者28入、ドリンク離を科吊している者114入、栄養調整食品を利用している

者90入の各食品群の購入先。各購入先で閉じ文字のついた賞品群の詩に有意な
差あり (x2検定.a， b， c， d : p <0.01， A， B : p <0.05)。
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食品群の利用が若年男性で一般化されつつあることを示しているものと推察される C なお、“ドワン

ク弗~"“栄養調整食品"はコンビニエンスストアで、“スポーツサプ 1) メンド'はスポーツ用品産で、

‘一段サプリメント"は通信販売での購入が他の金品群と比較して有意に多かったO

1. 3.利用或分

表 2に利用されている“スポーツサプリメント"“一殻サプリメンド'等の成分を示した。“スポー

ツサプリメント"はアミノ酸・プロテインが、“一般サプワメンド'は稔合(マルチ)ピタミンが多

く和用されていた (pく0.01、pく0.01)0 また、“ドワンク剤"“栄養調整食品"では「含有成分がわ

からないjとした者が多く、このことは“ドリンク剤"“栄養調整食品"よりも“スポーツサプリメ

ント"“一般サプワメント"の方が含有或分を認識して、選択利震されていることを示しているO “ス

ポーツサプリメント"“一殻サプ1)メント"“ド 1)ンク剤"を利屠した結果、その効果を実感している

者は少なしそれぞれ利用群の33.3%、21.4%、42.1%であり、いずれの食品群簡でも効果の実感に

有意な差は認められなかった。

2.食生活状況について

2. 1.食事の摂取状況

表3に食事の摂取状況を示したむ“スポーツサプIJメンド'和用群と非利用群の間に朝食・昼食の

摂取状況に有意な差が認められ、利用群の方が朝会、昼食を「食べないJI食べないほうjと答えた
者が少なく、欠食しない傾向にあった (pく0.05)0 一方、“一般サプリメント"科用群と非利用群の

関には朝食・畳食・夕食の摂取状況に有意な差は認められなかったG なお、間食、夜食、外食の摂取

状況には“スポーツサプリメンド'でも“ー殻サブワメント"でも、それぞれのサプリメントの利用

群と非利用群の間に有意な差は認められなかった(結果辻示していない)0サプワメント先進国であ

る欧米におけるサプワメント利用者辻、非喫煙者、非飲酒者、やせ体型が多く、果物や野菜を多く脂

費を控えた食事をしていることが明らかとなっており、疾痕予防よワも健康の維持増進を目的として

サプリメントが利用されているお)c また、国内においては、運動部に在籍する男子大学生のサプリメ

ント利用者は食に関する関心が高いことが示されている2九本研究においても、“スポーツサブリメ

表2:利馬されている“スポーツサプリメント"等の或分(兜)

スポーツサブリメント 一般サプリメント ドリンク剤 栄養調整食品

(75) (28) (114) (90) 

総合{マルチ〉どタミン 21.3 (16) a 50.0 (14) a，b.c 17.5 (20)b 20.0 (18) c 

ビタミンA l3.3 (10) 7.1 (2) l3.2 (15) 11.1 (10) 

ビタミンB群 10.7 (8) 14.3 (4) 9.6 (11) 11.1 (10) 

ビタミンC 30.7 (23) A 32.1 (9) 21.9 (25) 16.7 (15) A 

ビタミンE 10.7 (8) 14.3 (4) 11.4 (13) 4.4 ( 4) 

カルシウム 22.7 (17) a 21.4 (6) b 4.4 (5) a.b.c 18.9 (17) c 

主失 14.7 (11) a 14.3 (4) a.c 4.4 (5) a.A 12.2 (11) A 

アミノ酸・プロテイン 72.0 (54) a 3.6 ( 1) a 

わからない 18.7 (14) a.b 10.7 (3) a.c.d 43.9 (50) c 54.4 (49) b.d 

( )内は、入数を示す。同じ行の開じ文字関で当該成分の利用に有意な差あち (x2検定，a， b， C， d : pく0.01，
A : p <0.05)0 
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ンド和用群が非利用群と比較して、朝食、昼食を欠食しない預舟にあったことは興味深い。このこ

とは、“スポーツサプリメンドと“一般サプリメント"の利用に対する背景が異なることを示して

おり、今後、サプリメントの利用と食事内容の関係についての詳紹な研究が必要と考えられる 9

2. 2.食事の摂取環境(共食状況)について

朝食、昼食、夕食の摂取環境(共食状況)について表4に示した。“スポーツサプリメント"和用

群と非利用群の詞に、朝食・昼食・夕食の摂取環境(共食状況)に有意な差は認められなかった。ー

表 3:サプリメント科用群と非利用群の食事の摂家状況(%)

食べる 会ベるiまう 食べない;まう 金べない

スポーツサプリメント利用群 ( 75)ネ* 33.3 (25) 34.7 (26) 21.3 (16) 10.7 (8) 

スポーツサプリメント非科用群 ( 85) 29.4 (25) 16.5 (14) 25.9 (22) 28.2 (24) 
朝食

( 28) 39.3 (11) 21.4 (6) 21.4 (6) 17.9 (5) 一般サプワメント利用群

一般サプリメント非利用群 (132) 29.5 (39) 25.8 (34) 24.2 (32) 20.5 (27) 

スポーツサプリメント利用群 ( 75) * 69.3 (52) 27.9 (21) 1.3 (1) 1.3 ( 1) 

スポーツサプワメント非利用群 ( 85) 67.1 (57) 17.6 (15) 10.6 (9) 4.7 (4) 
畳食

7.1 (2) 一般サプリメント利用群 ( 28) 71.4 (20) 17.9 (5) 3.6 ( 1) 

一般サプリメント非利用群 (132) 66.7 (88) 24.2 (32) 6.1 (8) 3.0 (4) 

スポーツサプワメント利用群 ( 75) 86.7 (65) l3.3 (10) 0.0 (0) 0.0 (0) 

スポーツサプリメント非利用群 ( 85) 90.6 (77) 9.4 (8) 0.0 (0) 0.0 (0) 
夕食

85.7 (24) 14.3 (4) 0.0 (0) 0.0 (0) 一般サプリメント利用群 ( 28) 

一般サプリメント非利用群 (132) 88.6 (117) 11.4 (15) 0.0 (0) 0.0 (0) 

C ) 1和主人数を示す。スポーツサプリメントの利用群と非利用群の間に、朝食・昼食の摂取状況に有意な差為り
Cx2検定，* * p <0.01， * p <0.05) 0 

表 4:サプリメント利男群と非利用群の食事の摂取環境(共食状況)(%) 

いつも一人 一人が多し、 一諸が多い いつも一緒

スポーツサプリメント利用群 ( 75) 42.7 (32) 37.3 (28) 12.0 (9) 8.0 (6) 

朝食
スポーツサプリメント非利用群 ( 85) 45.9 (39) 36.5 (31) 11.8 (10) 5.9 (5) 

一般サプワメント利用群 ( 28) 35.7 (10) 50.0 (14) 7.1 (2) 7.1 (2) 

一般サプワメント非利用群 (132) 44.7 (59) 34.8 (46) 12.9 (17) 7.6 (10) 

スポーツサプリメント利用群 ( 75) 6.7 (5) 13.3 (10) 50.7 (38) 29.3 (22) 

昼食
スポーツサプリメント非利用群 ( 85) 4.7 (4) 14.1 (12) 45.9 (39) 35.3 (30) 

一般サプリメント利用群 ( 28) 7.1 (2) 17.9 (5) 39.3 (ll) 35.7 (10) 

一般サプワメント非手目黒群 (132) 5.3 (7) 12.9 (17) 50.0 (66) 31.8 (42) 

スポーツサプリメント利用群 ( 75) 6.7 (5) 34.2 (26) 41.3 (31) 17.3 (13) 

夕食
スポーツサプリメント非利用群 ( 85) 2.4 (2) 34.1 (29) 44.7 (38) 18.8 (16) 

一般サプリメント剥沼群 ( 28) * 14.3 (4) 42.9 (12) 28.6 (8) 14.3 (4) 

一般サプリメント非利用群 (132) 3.0 (4) 33.1 (44) 43.9 (58) 19.7 (26) 

( )内法人数を示す。一段サプワメントの和用群と非利用群の関に、夕食の摂取環境に有意な差あ可 Cx2検定，
* p <0.05)。

88 



県立広島大学入詩文北学部紀要 2， 83-93 (2007) 

方、“一般サプリメント"では、利用群の方が非利屠群と比較してタ会を一人で食べる傾向にあった

(pく0.05)0 なお、前述のように“スポーツサプリメンド'でも“一殻サプリメント"でも、それぞ

れのサプワメントの和男群と非利用群の居住形態には存意な差法認められなかったむ

3.健康に関する行動について

3. 1.体調と運動習慣

表 5に示したように、“スポーツサプリメン γ 利用群は体調がよいとした者が86.7%であり非利

用群の68.2%よりも有意に多く (pく0.05)、運動習慣がある者も86.7%であり非利用群の69.4%よち

も在意に多かったくpく0.05)0 一方、“一般サプリメント"の利用群と非利用群の関には有意な差が

認められなかったむ

運動習慣がある者の運動の実施頻度および運動継続時間は、“スポーツサプワメント"でも“一般

サプリメント"でも、それぞれのサプリメントの利用群と非和馬群の関に有意な差が認められず、運

動の実施頻震は毎日23.4%、選 2-3田程度46.8%、月 2-3回程度25.8%、月 2-3田未満4β%で

あり、運動継続時間は10分程度8.1%、30分程度13.7%、 1 a寺間程度25.8%、 2詩罵程度26.6%、 2時

間以上25.8%で、あった。加えて、スポーツジム・フィットネスクラブを利用している者は2.5%と少会

く、“スポーツサプリメンドでも“一般サプリメント"でも、それぞれのサプリメントの利用群と

非利用群の間に有意な差は認められなかった。

また、運動習慣がある者の運動実施理由'i，“スポーツサプリメント"利用群では「好きだからJ
と答えた者が非科用群よりも有意に多く (p<0.05)、“一般サプワメント"利用群では「体力維持の

ため」と答えた者が非利屠群よ号も多かった (pく0.05) (表6) 0 “スポーツサプワメント"利用群

の[その他jの自由記述には、「通学時の交通費の節約Jiストレス発散Ji食事が美味しくなるjな
どが挙げられていた。

表 5:サプリメント利用群と非利用群の体調(話)および運動習環(%)

スポーツサプリメント利用群 ( 75) 

スポーツサプリメント非利罰群 ( 85) 

一般サプリメント利用群 C 28) 

体調がよい

86.7 (65) * * 

68.2 (58) 

71.4 (20) 

*
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一般サプリメント非利用群 (132) 78.0 (103) 79.5 (105) 

( )内は人数を示す。スポーツサプリメントの利用詐と非科用群の聞に、棒諦および運動習慣に有意な差あり (x2

検定，ねp<0.01)0 

表6:サプリメント利用群と非利用群の運動雪;費者の運動実施理由(%) (護数冨答)

体力維持の 筋禽質にな 体重を減少
好きだから その他

ため りたい したい

スポーツサプリメント利思群 (65) 76.9 (50) * 38.5 (25) 13.8 (9) 13.8 (9) 10.8 (7) 

スポーツサプリメント非利用詳 (59) 55.9 (33) 44.1 (26) 8.5 (5) 11.9 (7) 15.3 (9) 

一般サプリメント利用群 (19) 57.9 (ll) 63.2 (12) * 15.8 (3) 21.1 (4) 21.1 (4) 

ー殻サプリメント非利用群 (105) 68.6 (72) 37.1 (39) 10.5 (11) 11.4 (12) 11.4 (12) 

( )内は人数を示す。スポーツサプリメントの利用群と非利用群の関で「好きだからjに、ー毅サプリメントの

利用群と非利用群の開で f体力維持のためjに宥意な差あり Cx2検定，* pく0.05)。
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3. 2.食に関する槽報源

食に関する'情報源について図 4に示した。 テレピ

“スポーツサプリメンド和用群と非利用群

で有意な差辻認められないが、“一般サプリ

メント"利用群は非利黒群よりも「雑誌」

「口コミJrインターネット」から食に関する
憤報を得ている者が有意に多かった (p<

0.05) 0 大野らは、鐘康に興味関心が為る男子

大学生ほど寵康に関する情報源が多いことを

示しており 18)、本研究の“一般サプワメンド'

利用群で'清報源が多いことと一致しているD

3. 3. ファッションへの関心

表 7に示したように、エステティックサロ

ンの利用意欲に、“スポーツサプ 1)メント"

でも“一般サプリメント"でも、それぞれの

サプリメントの利用群と非利用群の間に有意

な差は認められなかった{本調査回答者にエ

ステティックサヨン利用慈験者はいなかっ

た〉。また、ファッション雑誌の購読状況に

も、在意な差辻認められなかった。食生活の

決定には心的要菌、錨{産援が深く関与してい

るO 我々が以前に行った女子大学生を対象と

した調査では、「イ也入と違うおしゃれをして

みたいJrファッションに興味があり、いろ
いろな洋服を着てみたいjと答えた者がサプ

後主宰

Q:::)ミ

2主

事奇襲喜

家主要

空襲重軽

インターネット

ラジオ

5長官告

車喜一幾分ブ')メント京H努事事
篠山幸量サブワメント葬主将F韓事草
Qスポーツすブワ メント苧i領事孝
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{事も;

図4:サプリメント利用群と非利用群の食に関する憤
報漂{複数回答}

一般サプリメント利用群28入、一般サプリメント非利用群132入、
スポーツサプリメント利用群75入、スポーツサプリメント非孝Ij用
群85入の食に関する清報源。一般サブリメントの利用群と非手IJ用

群の陪に有意な差あり (X2検定， * p<u.u5) 

ワメント利黒群で非利男群よりも有意に多く郎、また、“一毅サプリメント"利用とダイエット実施

を引き起こす食意識は類恕していたll)o Jl!井らは、女子大学生のサプリメントに対するイメージとし

て、 f美容・スワム・疲労回復(第2主或分)Jを抽出している27)。

しかしながら、男子大学生ではサプリメントの利用とファッションに関する行動の関係は認められ

ず、サプリメントの手IJ用に影響する心的要因、僅イ直観が男女で異なっていると考えられたc

表7:サプリメント利用群と非科用群のファッションに対する意譲(%)

エステティックサロンを科屈したい ファッション雑誌を購読している

スポーツサブリメント利用群 ( 75) 28.0 (21) 61.3 (46) 

スポーツサプリメント非利用群 ( 85) 28.2 (24) 45.9 (39) 

一般サプワメント利用群 ( 28) 32.1 (9) 46.4 (13) 

一般サプリメント非利用群 (132) 27.3 (36) 54.5 (72) 

( )内は人数を示す。スポーツサプリメント、一殻サプワメントのいずれも、それぞれの利罵群と非利用群の間

に有意な差は認められないは 2検定)0
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要約

非捧育学部系大学に在籍する男子大学生160入を対象として2002年10月に(1)サプリメントの利用

状況、 (2)食生活状況、 (3)健豪に関する行動についてアンケート調査を実擁した。“スポーツサプ

リメント"を利用している者は47%、“スポーツサプ1)メント弘外のー較的なサプリメント"を利用

している者は18%であり、いずれのサプリメントも適2回以上利用している者が約50%であった。

“スポーツサプワメンド'は友人・コーチの勧めで、“一般サプリメント"は家族の勧めで利患されて

いた。

また、“スポーツサプワメンド'利用群は、非利用群と比較して食事を欠食しない傾向にあり

(pく0.05)、体調がよいとした者が多く (p<0.05)、運動を実施している者も多かった (pく0.05)0 

しかしながら、運動の頻度・継続時間に有意な差は認められなかったc 一方、“一般サプリメント"

利吊群は、非利用群とよ七較して夕食を一人で食べる額向にあった (pく0.05)0 なお、エステティッ

クサロンの利用意欲、ファッション雑誌の購読状況には“スポーツサプリメンドでも“一殻サプリ

メント"でも、それぞれのサプワメントの利用群と非利吊群の需に有意な差は認められなかったc
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Abstract 

Dietary Supplement Use and Health-related Behavior 

in Male Students of Non-athletic College. 

Sumi SUGIY AMA * 1， Kumi OKA間ATSU*2，Aya HIROTA *2 

Key words: dietary supplement . health-related behavior . questionnaire survey . male students 

We carried out a questionnaire survey to clarify the association between the use of dietary 

supplements and health-related behaviors in male students of Non-athletic College. 

Of the subjects， 47% had used dietary supplements for sporting activity while 18% had used 

dietary supplements for disease prevention. About 50% of these users were using these supple-

ments twice or more/week. Supplements for sport were used on the recommendation of friends 

and coaches while supplements for disease prevention were consumed on the recommendation of 

family members. 

Health-related behaviors di妊eredbetween the groups using or not using supplements. The 

group using supplements for sport less frequently skipped meals (p < 0.05)， more frequently were 

in good physical condition (p < 0.05) and higher proportion of peoples who have a habit of exer-

cise (p <0.05) than the group not using supplements for sport. However， no significant di旺erence

was observed in the frequency and time spent exercising between the two groups. The group 

using supplements for disease prevention more frequently had supper alone than the group not 

using supplements for disease prevention (p < 0.05). No significant difference was observed in 

the will to visit aesthetic salons or the state of subscription of fashion magazines between the 

groups using and not using supplements for sport， or between the groups using and not using sup-

plements for disease prevention. 

*1 Department of Health Sciences. Prefectural University of Hiroshima 
*2 Department of Nutrition and Human Science， Hiroshima Bunkyo Women's University 
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